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会 議 録 

 

会 議 の 名 称 令和４年度 第２回所沢市廃棄物減量等推進審議会 

開 催 日 時 令和４年８月 22日（月）午後３時 00分から午後４時 30分まで 

開 催 場 所 所沢市役所 ６階 604会議室 

出 席 者 の 氏 名 審議会委員  

山谷 修作、河合 一広、一井 里映、神藤 年三、 

宮髙 隆、木下 公次、髙橋 秀世、柿木 薫、 

澁谷 正則、坂根 裕子、平山 順子、松尾 恵 

欠 席 者 の 氏 名 秋元 智子、尾崎 範子、安田 菜奈子 

議 題 （１）ごみ処理の現況等確認 

（２）現行計画の評価 

（３）その他 

 

会 議 資 料 

【次 第】 

（１）委員名簿 

（２）資料１：ごみ処理の現況等の確認（令和３年度実績） 

（３）資料２：施策内容及び評価 

担 当 部 課 名 環境ｸﾘｰﾝ部長 並木 和人   環境ｸﾘｰﾝ部次長 大舘 真哉 

環境ｸﾘｰﾝ部次長 稲子谷 昂子 

資源循環推進課 

 課 長 山屋 貴裕 

 主 査 飯塚 健    主 査 風間 晴夫 

 主 任 田中 綾華   主 任 山岡 翔 

     渡辺 尚子 

東部ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ所長   大館 正 

東部ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ主幹   吉田 孝之 

西部ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ所長   深谷 康博 

西部ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ主幹   田島 幸雄 

収集管理事務所主幹  古瀬 力 

電話  環境ｸﾘｰﾝ部資源循環推進課 04-2998-9146 
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発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

会長 お忙しい中ご出席いただきましてありがとうございます。本日も円滑な進行

にご協力をお願いいたします。 

 

事務局 傍聴者が６名との報告が行われた。 

（傍聴者６名入室） 

傍聴要領についての説明が行われた。 

 

配布資料の確認が行われた。 

 

引き続き、議事に入った。 

  

会長 それでは、議事に入ります。議事の（１）について、事務局から説明をお願

いします。 

 

事務局 議事（１）ごみ処理の現況等確認についてご説明させていただきます。 

本日は、一般廃棄物処理基本計画に示す目標値と令和３年度の実績値を比較

し、所沢市のごみ処理の現況を整理した上で、今後の市のごみ処理の在り方に

ついてご審議いただきたいと考えております。 

 

資料１「ごみ処理の現況等の確認（令和３年度実績）」について説明が行われ

た。 

 

会長 ありがとうございます。 

只今、事務局から説明をしていただきました。 

今後、目標を達成するために何が必要かという観点で、委員の皆さんから、

ご意見やアイデアをお出しいただきたいと思います。いかがでしょうか。 

 

委員 既に、所沢市では食品ロス、雑がみ等いろいろな問題に取り組んでいますが、

今後、何が出来るか、３つの観点から発言させていただきます。 

昨年度の実績を拝見すると、家庭系ごみの割合が高く、家庭系ごみ減らすこ

とを考えた方が良いと思いました。生ごみが焼却へ回らないようにするには、

どうするか。所沢市には市民農園が 450区画位あり、そういうところで、生ご

みをコンポストで堆肥化し利用することが出来たら良いと思いました。また、

市内に民間の貸農園と組んでいくのも良いと思いました。 

私自身、家庭菜園とコンポストをやっています。生ごみは、コンポストに入

れると臭くなく、肥料代もかからない上、子どもの教育にもいいので、そうい



 

3 

うことが出来る家庭が増えていくといいと思いました。 

次に多いのが、雑誌・雑がみだったと思います。小学生の子供がいますが、

家の雑がみのほとんどは学校から配られるプリントです。子どもへ学校からの

プリントは雑がみだよと言うと、子供に教える機会が増えると思います。 

割合としては高くないかもしれませんが、剪定枝等も焼却へ回っています。

所沢市にはトトロの森があったり、雑木林で出たものを農業に活かしてきた文

化があったりしますので、剪定枝等も所沢らしくリサイクル出来るといいと思

います。東部クリーンセンターでは、バイオマス発電を行っていますが、それ

以外はただ燃やしているだけだと思います。チップ化して発電や公園の整備等

に使用するというアイデアもあると思いました。 

 

会長 生ごみについて何ができるかということで、コンポストのお話。 

それから、雑がみを通して環境教育というお話。学校から雑がみの保管袋を

生徒に配布する事例もありますが、家庭で雑がみリサイクルの話をして下さい

という話。環境教育にもなりますし、雑がみ削減にも効果を発揮するようです。 

剪定枝、草・葉のリサイクルについては、市で検討されていることがあれば

お願いします。 

 

事務局 ご提案ありがとうございます。現状、剪定枝のリサイクルはしていません。

今後実施する場合は、近隣にある企業等と連携して進めていければ、燃やすご

みを減らすことも出来るかなと思います。 

 

会長 他に、生ごみの資源化、雑がみのリサイクルについて、ご意見ありますか。 

 

委員 先日、所沢市の小学６年生と話す機会があり、「なぜペットボトルのキャッ

プとボトルを分けるのか」と質問したところ、「キャップはリサイクル出来て、

ボトルはリサイクル出来ない」との答えでした。分別排出後どうなるかイメー

ジできておらず、小学生はリサイクルについてどの程度の勉強をしているのだ

ろうかと疑問に思いました。小学生なら紙とペットボトルのリサイクルのゆく

えくらいは知っていてほしいと思います。 

分別された紙類でもリサイクル出来ない不純物が混入しているし、プラスチ

ック類の半分は汚れており、それは焼却処分している状況です。消費者は何の

ために分別しているのか、分別排出した後どうなるのかを理解していないと、

きちんと分別することは出来ないのではないでしょうか。「分ければ資源」と

いう言葉がありますが、「きれいに分ければ資源」、汚れたままだとごみにな

ってしまいます。 

学校教育や啓発は、重点施策の第一番だと思いますが、そこの部分について

のお考えをお聞かせ下さい。 
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会長 確かに、分別して、その先がどうなるのかをきちんと理解してもらうことは、

非常に重要だと思います。関係するお仕事をされている委員から、ご意見お願

いします 

 

委員 ご指摘の通りで、昨年の報告でも４割近く汚れたものが混入しており、汚れ

たものできれいなものも汚れてしまい、かなりの量がリサイクルに回されずに

除かれています。 

リサイクル技術も進歩しており、当初、ペットボトルの本体とキャップは素

材が違うため、分別していましたが、分別してなくてもリサイクル出来るよう

になってきました。また、最近は、ペットボトルから、もう一度ペットボトル

を作ることも出来るようになってきました。これにはキャップを除く必要があ

ります。 

リサイクル率をより向上させていくには、どういう形でリサイクルするかを

明確にすることが重要になると思います。この４月からプラスチックに関する

新しい法律が施行されており、合わせて考えていく必要があります。全体のリ

サイクルの流れを効率よく推進していくためには、プラスチックのリサイクル

が重要になってくると思います。市のお考えを教えていただきたいと思いま

す。 

 

事務局 リサイクルに関する教育はとても大事だと思っております。昨今、コロナの

関係で見学等が出来ていませんが、クリーンセンターでは、小学生の工場見学

の際、こうやって手選別しています、容器包装プラスチックは汚れたものは出

さないで下さい等の話をしていますが、ペットボトルはクリーンセンターでは

処理していませんので、十分伝えられていないかもしれません。きれいに分別

するとリサイクル出来るという伝え方もあると思いますので、対応していきた

いと思います。 

出前講座でも、講座の利用を積極的に募集し、ごみの分別方法やリサイクル

の方法、減量方法等を色々な人に伝えていきたいと思います。 

 

委員 以前、東京ではシルバーの方が修理した自転車が格安で販売されていまし

た。所沢市では、自転車のリサイクルはどうなっていますか。 

 

事務局 自転車の修理・販売は行っていません。回収したものは、タイヤを切って鉄

だけにし、スクラップにしています。 

 

委員 自転車の処理手数料は 500 円だったと思います。リサイクルショップでは

色々なものが置いてあります。シルバー等にお願いする等、人件費のかからな

い方法で、まだ使えるものを使えるようする仕組みが出来ないものかと思いま
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した。地元では環境推進員の協力でまだ使える衣服を仕分けし、希望者に配布

することを、年に２回やっています。 

まだ使えそうな自転車や家電類等についてもどうしたら負担をかけずにリ

サイクルできるのか、ごみの減少につながっていくのかを、ぜひ検討していた

だきたいと思います。 

 

会長 市の方でもリユースイベントを開催されているようで、環境推進員の委員

は、その辺のサポートをされることもあるのではないでしょうか。少しお話を

していただけますか。 

 

委員 リサイクル率が足りないというお話がありました。環境推進員連絡協議会

で、毎年、春と秋にもったいない市を開催しています。今年は３年ぶりに開催

しました。もったいない市のやり方について、改善すべきではないかというこ

とを、今、検討しています。もったいない市は、老人とお子さんが中心で、そ

の間の世代が少ないという傾向にあります。また、例えば、非常に立派な陶磁

器、海外で買って一度も使っていないような物もあり、本当にもったいないと

いう気持ちがあります。もったいない市以外にもリサイクルのイベントを考

え、リサイクル率を上げていきたいと思っています。 

 

会長 自転車等は、放置自転車の回収を含めて、市がシルバー人材センターにリペ

アを依頼し市民に安く提供するということを、色々な自治体でやっています。

所沢市でやっていないのは、民間で行っているからでしょうか。 

 

事務局 自転車のリユースは、以前検討したのですが、当時は、防犯登録が本人でな

いと解除できず、それがネックとなり実現できませんでした。事例があるとお

聞きしましたので、今後、情報収集をしながら、自転車に限らずリユースにつ

いて取り組んでいきたいと思います。リサイクルふれあい館エコロでは、衣服

に限らず、家具等のリユースをしていますので、対象を広げる余地がないか検

討していきたいと思います。 

 

会長 エコショップのような枠組みは所沢にもあると思いますが、そこに参加され

ている自転車販売店に、リユース品を置いていただくなど。最近は、アプリで

リユースマーケットが利用できますので、そちらの方と市が連携するというこ

とも有り得るのかなと思います。 

他にいかがでしょうか。 

 

委員 家庭系ごみと事業系ごみの排出量が減少しているのに対し、焼却処理率がな

かなか減っていかないこと、リサイクル率が上がっていかないことについて、
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市としてはどう捉えていますでしょうか。ごみが減っているのに焼却率、埋立

率が減らないのはどういうことなのか。数字だけ追っても市民は理解できない

のはないのでしょうか。基本的にごみは減っているという状況で、数字の意味

を丁寧に説明することで、次のステップ、行動へ移せるのではないかと思いま

す。もし、ごみの組成分析をやっているのでしたら、ごみの中にこういうもの

が混じっているので、これを分別するともう少しごみが減るというような説明

をしていただけると、市民には非常に分りやすいと思います。 

 

事務局 昨年度、ごみの組成分析を行いました。その結果、燃やせるごみの中の雑誌・

雑がみ、古着・古布、プラスチック、ペットボトル、新聞、段ボール、紙パッ

クといった資源化可能なものが 22.8％程度を占めていました。ここを重点的

に減らしていければ、燃やせるごみの量が減り、リサイクルの方へ回ればリサ

イクル率も上がると考えています。また、それを周知していくことが重要だと

思っています。目標値については、例えば、焼却処理率と埋立て対象物発生割

合は、比例するようなところもあります。目標値は、吟味しながら設定したい

と思います。 

燃やせるごみの量が減っている一方で、焼却処理率が増えていることに対し

ての事務局の考えですが、まず、コロナの影響で、家庭系ごみが減っていると

いう状況があります。一方で、焼却処理率は、総ごみ量を分母、燃やせるごみ

の量を分子にして計算していますが、ごみの搬入量と処理量がイコールでない

時期があります。例えば、令和２年度に搬入されたごみが若干ピットに残って

いて、それが次の年度に焼却されたりする場合です。また、令和３年度は、市

外からごみの受入依頼があり、計算の中で影響が出てしまうところがありま

す。理由があるにしても、焼却処理率はあまり下がっておらず、リサイクル、

リユースを進めていくことが重要だと考えています。 

 

会長 可燃ごみの中に２割以上も資源化可能なものが含まれているのは、かなり高

いですね。組成調査は、かなりブレもありますが、多摩地域の審議会の資料で

は 20％前後でした。雑がみの混入比率が非常に高いことは、大きな問題かな

と思います。多摩地域の場合はごみの有料化をしていますので、インセンティ

ブが働いていて、雑がみの混入率が低いと思われます。やはり一番取り組みや

すいのは、雑がみのリサイクルだと思います。先程も申し上げましたが、雑が

み回収袋（保管袋）を小学４年生に配って、環境教育の中に取り入れている自

治体や、ごみ資源の出し方（パンフレット）に雑がみ回収袋を挟んで、全戸配

布している自治体もあります。啓発・広報だけでなく、具体的な取組・行動に

移せるような施策に一歩踏み込むことも必要だと思います。 

他にいかがでしょうか。 
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委員 私たちの地域は、第４土曜日に集団資源回収をやっています。紙１枚でも、

ダンボール１つでも、それがお金になり、最終的にその収益が町内会費に還元

されるので、とてもいいと思いますが、これについて周知はされているのでし

ょうか。 

 

事務局 集団資源回収は、現在も受付しており、最近ですと新春の集いでお知らせを

しました。 

委員 例えば、回覧で回すとか。やはり知らない人もいるので、自分たちのお金に

なるんだというのはあるかなと思います。 

 

事務局 回覧もひとつの手ではあるのですが、なかなか回覧で情報を流すことが難し

いようです。担当部署と調整したいと思います。 

 

委員 せめて、自治会の班長には周知するのは、どうでしょうか。 

 

委員 特に集合住宅が非常に難しいです。町内会や自治会は８割以上はやっていま

す。問題は 30世帯とか 50世帯とかの高層マンションで、そういうところは、

管理組合があり、棟ごとに分かれてごみを集めています。そこの方々をいかに

取り込んでやるかが非常に大事です。今、報奨金が 6円/kgで、うちの自治会

が約 500 世帯で、年間 25 万円位になります。それを、皆さんで、使って分け

るというのは非常に有意義ですので、集合住宅も棟ごとでもいいので是非にと

いう話はしていますが、なかなか実行化していきません。仕組みも分からない

こともあると思いますので、ぜひＰＲしていきたいと思っています。 

 

事務局 ありがとうございます。ちなみに、集団資源回収の量は、令和３年度で約

9,350ｔ。そのうち、新聞が約 3,400ｔ、ダンボールが約 2,770ｔ、雑誌が約

2,840ｔであり、ごみの削減にはかなり寄与しております。 

 

会長 他に、ご意見ありますでしょうか。 

 

委員 私物の処分（遺品）について、市の取組や考えをお聞かせ下さい。子どもと

同居している場合は、子どもが片付けますが、高齢の親だけですと、片方が亡

くなった後、一人になると、そのまま放置して、結局はごみとして業者にお願

いすることになると思います。自分たちで処分できないようなごみをどうする

のか。これからどんどん高齢化し、当然、一人暮らしの高齢者も増えていくと

思います。例えば、ごみになる前に、市が介入し、片付けてあげるとか、使え

るものはリサイクルに回すとか。 
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事務局 単身の高齢者の場合、訪問して、粗大ごみを運び出すというサービスを実施

しています。あまりにも大量にある場合は、市の方からごみを回収しに行くこ

とは難しいため、収集運搬の許可を持っている事業者へ依頼していただくこと

になります。 

 

会長 貴重なご意見を色々と頂戴しましたので、基本計画改訂の参考にさせていた

だきます。 

それでは、次に議事（２）について、事務局から説明をお願いします。 

 

事務局 議事（２）現行計画の評価についてご説明させていただきます。 

一般廃棄物処理基本計画では、基本方針に基づいて推進する様々な施策を、

施策体系として掲載しております。今回、計画の見直しを行うにあたり、資料

２のように、施策ごとの実施状況を評価いたしました。 

 

資料２「施策内容及び評価」について説明が行われた。 

 

会長 私の方から、事業者への意識啓発について質問をさせていただきます。市で

は事業系のごみ出しガイドブックを作成していますか。もし、作成していない

場合は、作成した方がいいと思います。それから、一定量以上の事業者につい

て、クリーンセンターに持ち込まずリサイクルルートに持って行くよう、年に

１回程度の講習をするといいと思います。この辺りが、最大の意識啓発活動に

なると思います。 

それでは、皆さんの方から、ご質問やご意見等はありますでしょうか。 

 

委員 普及啓発・人材育成計画についてです。埼玉県寄居町の山の麓に寄居町のご

み処理場の看板があり、日本語、英語、中国語、韓国語、多国語言語で書かれ

ていました。私が今住んでいる県営住宅は外国人が多いのですが、ごみの出し

方が非常に分かり難いようです。確かに、わけトコっ！アプリやＱＲコード等

があるのですが、伝わっていない。ある時、外国人の夫婦が、ごみのことでけ

んかをしており、民生委員がパンフレットの改善を要求すると言っていまし

た。私が住んでいる県営住宅では、家庭の資源とごみの分け方・出し方を掲示

していただいており、100％ではありませんが改善しています。こういうもの

を市役所の方でも検討していただけると有難いです。 

 

事務局 以前は１枚の大きな分別表でしたが、今は冊子のタイプになっています。今

でも、１枚で分かるようにして欲しいという声をいただくこともありますの

で、検討してみたいと思います。また、近年、外国人が多く住まわれており、

ごみの出し方が分からないということで相談に来られたりしますので、そうい
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った方への対応も出来るようにしていきたいと考えています。 

 

委員 ③【重点】の食品ロスゼロのまち促進事業の推進の実施状況に、協力店や食

べきりタイムといったことが書かれていますが、この資料２は、市役所として

実施したかどうかの評価だと思います。実際に、実施した結果どういう効果が

あったか、教えてください。 

資料１で、コロナの影響で令和３年度のごみの量が減ったとありました。ご

みの量についてだけを考えるといいことですが、今後、商売が元に戻ったとき

にごみの量がなるべく元に戻らないようにするには、協力店がやった施策がど

のように活きるか、コロナ禍をきっかけとして何か出来るのかを検討できるの

ではないかと思いました。 

所沢駅周辺には高層マンションが多く、そういったところにお住まいの方

は、子育て世代や若い世代の方が多く、多分、自治会もあまりないのかなと思

います。昼間は家にいないので、インターネットショッピングのダンボール等

がたくさんあるでしょうし、それを集団資源回収に出せば、共益金等の一部に

なるかもしれません。管理組合等とつながりがあるような部局があれば、そこ

から情報を周知することで普及啓発へつながるのではないかと思いました。 

 

事務局 飲食店に対する啓発の効果測定的な部分の話ですが、現行計画でいくつか数

値目標の設定がされていますが、施策と目標の関係性が分かり難かったり、

個々の細かい施策の目標値がなかったりします。今回、資料２の評価が主観的

な評価になっていることは事実です。新しい計画では施策を実施した効果が分

かるようにまとめたいと考えています。 

マンションの管理組合への集団資源回収等の周知については、１棟だけで

400世帯を超えるようなマンションもあり、そういったところで集団資源回収

をやれれば、大きな効果が見込めることは想定できます。集団資源回収は、と

りまとめをしていただく必要があり、個人より、管理組合にやっていただく方

がいいのですが、やり方も含めて、啓発と周知の方法についても考えていきた

いと思います。 

 

会長 協力店の取組に対する効果は、行政としては把握し難いところだろうと思い

ます。自治体によっては、アンケート調査をしているところもありますので、

所沢市でも、ぜひ実施されるといいと思います。 

 

委員 食品ロス削減について、３年程前から紙パックやのぼり等を配布させていた

だき、持ち帰りが増えていると思います。また、意識啓発のきっかけになって

いる部分もあります。しかし、実際にどれだけ活用したかという細かい数字は

把握できていません。間違いなくないよりは効果はあり、あることによって持
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ち帰る方がいます。一方で、コストとリスク（事故）の問題があります。事故

が怖いので、必ずお客様責任で持ち帰りをしていただいています。飲食店も、

残ってもごみとして出さなければならないので、出来るだけごみは出したくな

いですし、いいきっかけにはなっていると思います。 

また、コロナ禍で、宴会やパーティがなくなったりして、飲食に関わる方々

は皆さん大変な思いをしていますが、ライフスタイルも随分変化しています。

持ち帰りやデリバリーの際には、必ず容器が必要になります。市がイベントを

やる時は紙の容器を推奨しますが、紙の容器は高いので、飲食店としては、そ

こがネックになっています。ごみを減らすという視点からすると、昔の豆腐屋

のような提供方法を検討していくことによって、ごみの減量につながるのでは

ないかと思います。 

 

会長 当初、持ち帰り容器はプラでしたが、今は、お店の方も色々と工夫されて、

紙製に切り替えたりしていますね。 

 

委員 今、武蔵野うどんを販売していますが、どうしてもプラでないと合わない食

品もあり、100％紙製というのは、なかなか難しいのが現状です。そういった

ものに関しては、ある程度は容認、ご理解いただければと思います。 

 

会長 自分で容器を持って行くという訳にもいかないですよね。食べ残すかどうか

分からないですし。 

 

委員 例えば、マイボトルのような仕組みで、マイお弁当箱を持参するとか、そう

いったことに少し取り組んでいきながら、新しい考え方が必要。食品ロスを出

さないようにすることが、ごみの減量につながるので、出さないようにするた

めに、何か色々考えようという方向性の方が、前向きに考えられると思います。 

 

会長 他にいかがでしょうか。 

 

委員 私の地域には、老人ホームと畑があります。何人かの人が共同で、生ごみの

コンポストをやっています。個々が、生ごみをビニール袋に入れて持って行き、

コンポストに入れるしくみです。市の補助金で買えるコンポストは大き過ぎ

て、畑等で使用するにはいいのですが、一般家庭でも使いやすいサイズがある

といいと思いました。もし、サイズがないようでしたら、今後の課題として検

討していただけますでしょうか。 

 

事務局 緑色のコンポストは、小さいもので 130ℓ、大きいもので 200ℓくらいあるよ

うです。家庭で置けるサイズとなると、電動の生ごみ処理機か、プランター等
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を利用するしかないと思います。 

 

会長 他の自治体のアンケート調査の結果を見ますと、庭に埋める方が多いようで

す。 

他にいかがでしょうか。 

 

委員 私の知人が、フードロスをなくそうというテーマで、消費期限が迫っている

食品や、農家から売り物にならない野菜を提供していただき、一人親世帯で困

っている方へ配っています。半分はボランティアなのですが、所沢市として、

こういう取組みを推奨するような仕組みや補助金の制度を作れるものでしょ

うか。 

 

事務局 所沢市内でフードバンクをやっているＮＰＯが１団体あり、上下水道局がそ

ちらと連携してやっています。資源循環推進課でも周知には取り組んでいます

が、フードロスに関わる取組として、今後、もう少し踏み込んでやりたいと考

えています。実際に、フードバンクＮＰＯと職員が話をする機会を設け、検討

しているところです。 

 

委員 皆さんのお話を聞いていて、一番根本的に大事なのは市民への啓蒙活動だ

と、あらためて思いました。外国人のために色々な言語でごみの出し方を周知

したり、紙だから燃えると思い、燃えるごみで捨ててしまったり。そういった

ことを、今一度、市民の皆さんに意識づけすることが大事だと思いました。 

それから、①市民・事業者への意識啓発、情報の発信の環境教育のところに、

ポスター展示と書かれていますが、どこに貼ってあるのでしょうか。環境教育

は子どもメインになっていますが、大人世代があらためて知ることができる機

会を作ることも大事だと思いました。 

 

会長 具体的なご提案ありがとうございます。市の方から何かありますか。 

 

事務局 ポスター展示は、リサイクルふれあい館でやっていまして、時々、市役所１

階の市民ホールでも展示しています。 

 

委員 問題なのは、ごみに対する意識がない方達なので、リサイクルふれあい館や

市役所に来ないと見られない、ということも考える要素のひとつだと思いま

す。市役所に来なくても出張所等で用が足せてしまうこともあるので、そうい

ったところにポスターを貼ることでも、意識づけの啓蒙活動にはなると思いま

す。 

 



 

12 

委員 やはり同じような意見です。子どもにだけ教育しても、その親世代や大人が

よく知らないと、ごみを減らすことも出来ないと思います。 

コンポストの話も、市のホームぺージに作り方がありましたが、作り方の講

習会等でコンポストが簡単に作れて生ごみを減らせることを、市民へ呼びかけ

ると、もう少しごみの減らし方も分かっていくのではないかと思います。私は、

こういう会議に参加させていただいて、あらためて、ごみの扱い方が分かって

きたところです。それを一般市民が知っているかといえば、多分、知らない方

が多いと思います。 

先程のポスターの話も、やっている方はポスターを見ても知っているよとな

り、やっていない方はポスターが貼ってあっても目に入らず素通りしてしまう

気がします。そういう方に興味を持ってもらえるようにしていかなければ、ご

みを減らすことも出来ないのではないでしょうか。 

 

事務局 色々なご意見ありがとうございました。参考にさせていただきます。 

コンポストの話ですが、ダンボールコンポストというものがありまして、そ

の講座をリサイクルふれあい館エコロでやっています。市の広報で周知した

り、ポスターの掲示は、本庁だけでなくまちづくりセンター（公民館）にもし

ていますが、ごみやリサイクルの問題だけでなく市の事業全般において、どう

やって大人の方へ情報を行き渡らせるかが課題となっています。市の広報、Ｓ

ＮＳ、市のホットメール等も使って周知はしていますが、なかなか、興味があ

るところだけしか見ていただけないところもありますので、この先の課題にな

ってくると思います。 

 

会長 かなりインパクトのあるところまで踏み込まないといけないのかなと思い

ます。東京都のある区では、清掃リサイクル課がある階にエレベーターで上が

って真っ先に見えるのが緑のコンポストです。神奈川県のある市では、３～４

年前のごみの有料化が契機になり、本庁舎に、キエーロという生ごみ処理機を

はじめ、色々な生ごみ処理機を展示していました。それから、別の都市では、

ＮＰＯの運営で、市役所のロビーに市民が不用品を持ち寄り、欲しいものを持

ち帰ることができ、市外の方でも、持ち込みは出来ませんが、有料で購入でき

る活動をしていました。それ位インパクトのあることをしないと、実際の行動

を引き出すには至らないということです。 

 

他に、ご意見ございますか。 

 

今日は、色々な参考になるご意見をお出しいただきました。事務局には、こ

れを出来るだけ基本計画の改訂に反映させていただけるようお願いします。 
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以上で本日の議事は全て終了です。ご協力ありがとうございました。 

進行を事務局へお返しします。 

 

事務局 それでは、次回の予定についてご説明させていただきます。 

第３回審議会は、10月 31日（月）14時から、市役所本庁舎８階の大会議室

となります。 

 

事務局 本日は様々なご意見をいただきまして、ありがとうございました。本日いた

だいたご意見を踏まえ、改定後の処理基本計画に載せる施策体系のたたき台、

さらに、施策を実践していくために、どういう目標を設定するかを、施策体系

に関連付けた形でお示ししたいと思っております。 

 

事務局 それでは、本日の審議会を閉会とさせていただきます。長時間に渡り、あり

がとうございました。 

 

 


